





































Survey on the Harassment Consultations System at Osaka University:  
– A Report on Questionnaire Survey Results
Hideko UEHARA
In 2014, the Harassment Counseling Office at Osaka University conducted an awareness survey 
on the campus harassment consultation system, focusing on both our office and each school at 
our university. The questionnaire was sent to 281 professors or officers concerned with campus 
harassment problems in their roles as counselors or chairpersons of the committee of each school. The 
response rate of the questionnaire was 45.1%, and participants frankly expressed various opinions 
about harassment issues. This survey revealed the actual situation within each school, which our 
office had not been fully aware of. Counselors and chairpersons faced various hardships as they 
dealt with their school’s harassments and their expectations of our office. Our questionnaire results 
indicate the following three points. First, it is important that the Harassment Counseling Office 
enhances its collaboration with the staff such as the counselors and chairpersons of each school, in 
order to resolve the harassment problems. Above all, the staff should seek professional advice from 
our office about consultation methods. Second, we should give more effective seminars to enable 
members of our university to prevent the harassment problems. Finally, we should take care of both 
the victim and the perpetrator to ensure recurrence prevention.
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資料
ハラスメント相談に関するアンケート
【質問1】以下のハラスメントに対して、部局が取り組むべき重要な課題は何だと思われますか？ あてはまる番号に○
をつけてください。「その他」は具体的にご記入ください（複数回答可）。
　①全てのハラスメントに対して
1．部局内で、学生や教職員に対するハラスメントについての教育・研修を行う
2．部局相談員に対する専門的な研修を行う
3．部局内の相談員の増員など相談窓口を充実する
4．部局内の各相談窓口の連携を図る
5．ハラスメント問題に対する部局内の相談体制（その後の対処も含む）を周知徹底する
6．全学ハラスメント相談室との連携を図る
7．ハラスメント問題について実態調査を行い、現状を把握する
8．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　②セクシュアル・ハラスメントに対して
1．人権やジェンダー問題（男女の固定的な性役割の押し付け）に関する啓発に努める
2．セクシュアルマイノリティに関する研修を行う
3．学生・院生を対象にした被害を防ぐ・対処するための少人数のワークショップを行う
4．留学生を対象に文化的な違いを理解する研修を行う
5．被害の起こりやすい学外・海外での学会・調査研究・合宿・研修参加などの際のセクハラ防止策を講じる
6．SNSでのコミュニケーションの危険性やルールなどを周知徹底する
7．性別にかかわらず、育児休暇および介護休暇の取得をしやすくする
8．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
③アカデミック・ハラスメントに対して
1．指導のあり方についてFD研修を行う
2．学生に対して、研究の取組み方（意識やマナーも含む）に関するオリエンテーションを行う
3．論文の指導体制を柔軟にする
4．教員間で研究室間の交流をもつ
5．研究室運営について議論できる場を設ける
6．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
④パワー・ハラスメントに対して
1．教員および管理職に対して、コーチングやマネジメントに関する研修を行う
2．業務上のコミュニケーションのあり方について啓発活動を行う
3．非常勤等、常勤以外の雇用形態の方々の声が管理職に届きやすくする
4．管理職が集まり、マネジメント上の問題について話し合える場を設ける
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5．構成員に対するパワー・ハラスメントに関する研修の実施
6．教員（教授）及び管理職を対象にしたメンタルヘルスケアに関する研修を行う
7．上司と部下（非常勤等も含む）の定期的な面談の実施
8．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
【質問2】　相談員もしくは委員長になられて、困っていること、感じていることをお教えください。あてはまるものに
○をつけてください（複数回答可）。
1．全学ハラスメント相談室（または部局）から期待されている役割が不明瞭である
2．部局内でハラスメント対処するとき、個人が対応するには限界がある
3．部局内で、どのように環境調整をすればよいのかわからない
4．部局内で、誰に、何を、どの程度まで情報共有してよいのか等、判断に迷う
5．部局内での相談員もしくは委員長の役割を明確にする必要があると思う
6．相談を受けたとき、本務に支障をきたさないか心配である
7．相談に対応するにあたって、専門家による適切なサポートが必要
8．相談内容を聴く部屋がなく不便
9．一人体制ではなく、二人体制で相談をお聴きする方がよいと思う
10．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
【質問3】　全学ハラスメント相談室・専門相談員に期待していることについてお教えください。あてはまるものに○を
つけてください（複数回答可）。
1．もっと積極的に部局に介入して良いと思う
2．相談内容をもとに、教育、研究、職場環境に必要な改善策を具体的に提案して欲しい
3．ハラスメントが発生する要因について、調査・分析を期待する
4．本学におけるハラスメントの実態調査を期待する
5．部局内の相談員（ハラスメント以外の相談員も含む）を対象に、相談があったときの対応の仕方に関する研
修および意見交換の場を設けて欲しい
6．部局内で発生したハラスメントに関して、可能な範囲で情報共有して欲しい
7．加害者への対処、再発防のための教育・指導について具体的に提案して欲しい
8．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
【質問4】　相談員もしくは委員長として、疑問に思っておられることやご不明な点などございましたら自由に記述して
ください。
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